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74億 5000万円決まる
　３月定例会（令和６年３月５日から３月 19日まで 15日間開催）は、影治町長から「町政の動きの報告」があり、報告２件、専決承認１件、
条例改正８件、条例制定２件、計画変更１件、 指定管理者指定６件、補正予算４件、当初予算 10件、人事３件が提案された。
　ここでは特に注目する事業及び人事を掲載 します。

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
審
議

薪
・
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
等
に
補
助

◆
議
案
第
５
号

地
域
づ
く
り
推
進
条
例
の

一
部
改
正

　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金
（
１
３
１
２
万
円
）
よ
り
、

美
波
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
未
来
都
市
計

画
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
よ

り
放
置
林
化
し
た
広
葉
樹
林
を

活
用
し
た
生な

り
わ
い業

の
促
進
、
産
出

さ
れ
る
町
産
材
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
地
域
集
会
施
設
又

は
一
般
住
宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入

及
び
設
置
に
補
助
す
る
。

●
補
助
率

経
費
の
３
分
の
１
以
内

●
限
度
額

・
個
人　

10
万
円
／
１
台

・
自
治
組
織
及
び
団
体

30
万
円
／
１
台

森
林
境
界
明
確
化
で

森
林
を
生な

り
業わ

い
へ

質疑
片
山
議
員

森
林
経
営
管
理
事
業
負
担

金
（
１
８
０
７
万
円
）
の
事
業

内
容
は
。

答弁
岸
本
産
業
振
興
課
長

美
波
町
ほ
か
県
南
５
市
町

や
徳
島
県
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
南
部
地
域
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
推
進
協
議
会
」
へ
の
運
営
補

助
金
。

　

森
林
境
界
明
確
化
事
業
で
、

調
査
測
量
図
面
を
作
成
し
、
所

有
者
を
特
定
し
て
後
の
生
業
に

つ
な
げ
る
。

　

森
林
整
備
事
業
は
、
明
確
化

で
き
た
も
の
か
ら
間
伐
し
て
施

業
す
る
。

文
教
厚
生
常
任

委
員
会
審
議

教
務
用
パ
ソ
コ
ン

大
幅
買
替
へ

質疑
北
山
議
員

備
品
購
入
費
（
１
２
１
５

万
円
）、
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
79

台
の
購
入
目
的
は
。

答弁
村
田
教
育
次
長

各
学
校
か
ら
公
務
に
支
障

が
出
る
と
の
相
談
が
あ
り
、
調

査
の
結
果
ほ
と
ん
ど
全
て
を
買

い
替
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
。

水
道
設
備
の
な
い

地
区
へ
補
助

質疑
松
本
議
員

飲
雑
用
水
給
水
施
設
整
備

助
成
金
（
３
３
３
万
円
）
の
予

定
箇
所
は
。

答弁
寳ほ

う
木き

住
民
生
活
課
長

予
定
箇
所
は
確
認
し
て
い

な
い
が
、
前
年
度
の
実
績
（
５

件
）
を
も
と
に
金
額
設
定
し
て

い
る
。

飲
雑
用
水
給
水
施
設

整
備
費
助
成
金

●
助
成
の
対
象　
給
水
施
設
整

備
に
必
要
な
事
業
費

【
１
世
帯
】　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

【
２
世
帯
以
上
10
世
帯
以
内
】

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

●
限
度
額

１
０
０
万
円
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74億 5000万円令和
６年度

当初予算
３月定例会
の概要

　３月定例会（令和６年３月５日から３月 19日まで 15日間開催）は、影治町長から「町政の動きの報告」があり、報告２件、専決承認１件、
条例改正８件、条例制定２件、計画変更１件、 指定管理者指定６件、補正予算４件、当初予算 10件、人事３件が提案された。
　ここでは特に注目する事業及び人事を掲載 します。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

紋
もん
田
た
　正
まさ
富
とみ
（恵比須浜）

昭和 18年 2月生
元教職員
平成21年5月就任（再任）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦松

まつ
本
もと
　起

き
嘉
よし
（奥河内）

昭和 34年 8月生
地域の実情に精通し、住民の
人権擁護に理解がある
令和 3年 7月就任（再任）

監
査
委
員
の
選
任

大
おお
貝
がい
　誠
せい
治
じ
（徳島市国分町）

昭和 33年 3月生
元県職員（財政課室長、保健福祉部
副部長等歴任）
令和 6年 4月就任

山
やま
本
もと
ちさと（田井）

昭和 41年 4月生
土地家屋調査士
平成18年5月就任（再任）

山
やま
田
だ
　由

ゆ
美
み
（西の地）

昭和 26年 8月生
元町職員（総務課長等歴任）
令和 3年 5月就任（再任）

実
態
に
沿
っ
た
予
算

計
上
を

◆
議
案
第
32
号

病
院
事
業
会
計
予
算

質疑
遊
亀
議
員

業
務
予
定
量
の
積
算
根
拠
は
。

答弁
島
村
病
院
事
務
長

町
立
病
院
整
備
方
針
の
新

病
院
収
支
試
算
を
、
毎
年
計
上

し
て
い
る
。

質疑
遊
亀
議
員

美
波
病
院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
の
医
業
収
益
と
の
乖
離
が
大

き
い
。
実
態
に
沿
っ
た
予
算
を

作
成
す
べ
き
だ
。

答弁
島
村
病
院
事
務
長

検
討
す
る
。

美波病院
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指定管理者 志和岐町内会

実　績
令和３年度 コロナ禍でなし
令和４年度 延べ 23 人

指定管理料 なし

指定管理者 阿部町内会

実　績
令和３年度 延べ 83 人
令和４年度 延べ 23 人

指定管理料 なし

志和岐地区移住交流支援施設 阿部地区移住交流支援施設

議案第13号　移住交流支援施設の指定管理者指定
目的 都市と地域の交流、地域住民の防災意識向上、地域の持続と活性化に資する拠点施設

34 施設を 30団体 に３年間管理委託

指定管理者 社会福祉法人
美波町社会福祉協議会

実　
績

児童館
令和３年度 延べ 4,211 人
令和４年度 延べ 4,246 人

女性
会館

令和３年度
実績なし

令和４年度
指定管理料 なし

議案第15号　児童館、女性会館の指定管理者指定

児童館、女性会館

目
的

●児 童 館：児童に健全な遊び場を与えて健康増進し、情操を豊かにする
●女性会館：女性対象の学習会、研修会、交流会、グループ活動等、様々な社会活動の場

指定管理者 伊座利の未来を考える推進協議会

実　績
令和３年度 延べ 795 人
令和４年度 延べ 662 人

指定管理料 720,000 円

議案第14号　伊座利多世代交流等施設の指定管理者指定

伊座利交流拠点施設「よろずや」

地域内外の多世代の人々が交流促進、移住定住促進、地域産品紹介・販路拡大、地学連携で
地域活性化活動、災害時の避難場所に資する施設

目
的
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一定区域内の住民のために、生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向
上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与すること（社会教育法第20条）

34 施設を 30団体 に３年間管理委託

議案第18号　町立公民館の指定管理者指定　【27 町立公民館】
目
的

指定管理者 東由岐町内会

実　績
令和３年度 コロナ禍でなし

令和４年度 宿泊３世帯（10 名）
会議１回使用（８名）

指定管理料 なし

指定
管理者

町立公民館 27 施設を 27 設置地域の
町内会に管理委託 実績 年度末に決算資料を、教育委員会に提出

が義務付けられている。

指定管理料  もっぱら営利を目的として事業を行い、特定の営利事務に公民館の名称を利用させその他営
利事業の援助を行ってはならない。（社会教育法第23条）【指定管理料算定根拠（①、②、③を合計した額）】
①均等割額…今期から、３万円増額して10万円
②公民館の面積割…総額82万4000円を、公民館総面積（4479.78㎡）に対する地区公民館の面積で按分する額
③世帯割…総額42万5000円を、総世帯数2,867世帯（令和6年1月1日現在、伊座利、寺込、弁才天の町

立公民館の無い地区の世帯を除いた数）に対する管理者の世帯数で按分する額

議案第17号　地域防災拠点施設の指定管理者指定

地域防災拠点施設

地域住民の防災意識向上、都市と農山漁村
の交流拠点施設

目
的

指定管理者 社会福祉法人
美波町社会福祉協議会

実　績
令和３年度 延べ 3,191 人
令和４年度 延べ 3,176 人

指定管理料 なし

議案第16号　デイサービスセンターの指定管理者指定

デイサービスセンター「竜宮」

要支援者相当の方に、集中的に介護予防を
行う拠点と位置付け委託

目
的

指定管理者 社会福祉法人　東紅会

実　績
令和３年度 延べ 3,265 人
令和４年度 延べ 3,208 人

指定管理料 なし デイサービスセンター「浦島」

介護保険の要介護の方に、地域密着型通所
介護サービスを実施

目
的
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請
願
事
項
３
件
全
て「
採
択
」

国
へ
意
見
書
２
案
を
提
案

◆
請
願
第
２
号

法
規
に
基
づ
く
議
会
運
営

を
求
め
る

請
願
者　
井
筒
宗
武

紹
介
議
員　
中
川
議
員

請
願
事
項
１

　

平
成
28
年
度
の
広
報
研
修

で
、追
加
の
研
修
を
委
員
長
（
松

本
議
員
）
が
、
議
長
に
口
頭
で

申
し
出
て
承
認
さ
れ
た
。
会
議

規
則
は
、「
派
遣
承
認
要
求
書

を
提
出
し
、
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
松
本

議
員
は
、
省
略
理
由
に
「
平
成

28
年
以
前
は
口
頭
許
可
で
い
け

る
時
代
だ
っ
た
」
と
発
言
。
こ

の
慣
習
が
、
規
則
に
反
し
て
い

る
か
、い
な
い
か
審
議
願
い
た
い
。

委
員
長
報
告

　

議
員
派
遣
は
、議
決
が
必
要
。

委
員
派
遣
は
、
承
諾
書
を
提
出

し
、
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
意
見
が
出
た
。

質疑
な
し

討論
賛
成　
中
川
、
戎
野
議
員

反
対　
な
し

採決
結果
採
択

（
賛
成
８
：
反
対
２
）

請
願
事
項
２

　

平
成
28
年
度
の
広
報
研
修

で
、
議
会
事
務
局
は
、「
議
会

事
務
提
要
」
で
、
派
遣
変
更
が

予
想
さ
れ
る
場
合
「
議
長
に
一

任
す
る
」
記
載
が
許
さ
れ
る
と

理
解
。
丸
龍
議
員
の
発
言
か
ら

は
日
時
・
場
所
・
派
遣
議
員
等

は
予
想
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容

の
説
明
を
求
め
る
。

委
員
長
報
告

　

実
務
上
、
一
年
分
の
議
員
派

遣
の
議
決
を
と
り
変
更
等
に
つ

い
て
は
議
長
に
一
任
す
る
運
用

し
て
い
た
。

質疑
な
し

討論
賛
成　
中
川
、
北
山
、
戎

野
議
員

反
対　
な
し

採決
結果
採
択

（
賛
成
７
：
反
対
３
）

請
願
事
項
３

　

平
成
28
年
度
の
議
員
派
遣
の

件
で
、
事
務
局
は
議
会
開
催
ま

で
の
「
議
長
一
任
」
と
発
言
。

岩
瀬
議
員
は
、「
議
長
一
任
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
が
、
３

月
議
会
で
承
認
し
て
い
る
の
で

議
長
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
事
務
局
の
説

明
と
岩
瀬
議
員
の
見
解
ど
ち
ら

が
正
し
い
か
審
議
願
い
た
い
。

委
員
長
報
告

　

岩
瀬
議
員
除
斥
で
採
決
の
結

果
採
択
３
人
（
欠
席
１
人
）

質疑
な
し

討論
賛
成　
北
山
、
中
川
、
戎

野
議
員

反
対　
な
し

採決
結果
採
択

（
賛
成
８
：
反
対
２
）

◆
発
議
第
１
号

政
府
に
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
基
本
料
引
き
下
げ
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
北
山
議
員

賛
成
者　
戎
野
、
中
川
、
鈴
木

議
員

内容
基
本
料
引
き
下
げ
で
減
収

に
な
れ
ば
、
事
業
所
の
事

業
継
続
が
難
し
く
高
齢
者
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
介

護
難
民
と
な
る
。
ま
た
、
国
の

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
方
針
に
逆
行

す
る
た
め
、
強
く
要
望
す
る
。

質疑
な
し

討論
賛
成　
中
川
議
員

反
対　
な
し

採決
結果
可
決

（
賛
成
10
：
反
対
１
）

◆
発
議
第
２
号

現
行
の
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者　
中
川
議
員

賛
成
者　
戎
野
議
員

内容
保
険
証
が
秋
に
廃
止
さ

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
１
本
化
さ
れ
る
。
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
人
等
へ
の
代
替
え

措
置
で
あ
る
資
格
証
明
書
も
、

申
請
漏
れ
等
に
よ
り
無
保
険
扱

い
と
な
る
た
め
、
存
続
を
強
く

求
め
る
。

質疑
遊
亀
議
員

無
保
険
扱
い
者
が
出
る
の

は
問
題
だ
が
、
人
口
減
に
Ｄ
Ｘ

化
等
で
効
率
化
も
必
要
だ
。
国

へ
廃
止
の
延
期
や
無
保
険
扱
い

者
の
出
な
い
対
応
を
求
め
ら
れ

な
い
か
。

答弁
中
川
議
員

現
行
の
保
険
証
を
引
き
継

い
だ
方
が
、
経
済
的
に
も
混
乱

を
招
か
な
い
し
、
無
保
険
状
態

の
人
を
作
ら
な
い
と
考
え
る
。

討論
な
し

採決
結果
否
決

（
賛
成
４
：
反
対
７
）
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各議員の賛否（賛否の分かれた議案）� 議長…－　賛成…○　反対…╳　欠席…欠　除斥…除

議員名（議席番号順）

議　案

鈴
木
健
宏

北
山
朝
彦

中
川
尚
毅

松
本
晋
児

岩
瀬　

公

片
山
正
敏

戎
野　

博

遊
亀
聖
悟

春
田
裕
計

小
部
博
正

丸
龍
孝
敏

向
山
篤
宏

結果

専決第１号 手数料条例の一部改正の専決処分 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第３号 町職員給与条例の一部改正 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第７号 漁港管理条例の一部改正 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第８号
個人番号利用及び特定個人情報提供条例
の一部改正

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

請願第２号
法規に基づく議会運営
を求める

請願事項１ 〇 〇 〇 除 × × 〇 〇 − 〇 〇 〇

採択請願事項２ 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 − 〇 除 〇

請願事項３ 〇 〇 〇 × 除 × 〇 〇 − 〇 〇 〇

発議第１号
国に訪問介護事業の基本料引き下げの見
直しを求める

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

発議第２号 国へ現行の健康保険証の存続を求める 〇 〇 〇 × × × 〇 × − × × × 否決

※議案の名称は短縮してあります。

第１回定例会　各議員の賛否（全会一致の議案）
議　　　　案

専決第20号 R５年度一般会計補正予算の専決処分

議案第  2号 町職員の育児休業等条例の一部改正

議案第  4号 会計年度任用職員給与及び費用弁償
条例の一部改正

議案第  5号 地域づくり推進条例の一部改正

議案第  6号 介護保険条例の一部改正

議案第  9号 水道事業の設置条例の一部改正

議案第10号 下水道事業の設置条例の制定

議案第11号
水道事業の設置条例の一部改正条例
及び下水道事業の設置条例施行に伴う
関係条例の整備

議案第12号 辺地総合整備計画の変更

議案第13号 移住交流支援施設の指定管理者指定
（志和岐交流施設、阿部交流施設）

議案第14号 伊座利多世代交流等施設の指定管理
者指定（よろずや）

議案第15号 児童館、女性会館の指定管理者指定

議案第16号 デイサービスセンターの指定管理者指
定（竜宮、浦島）

議案第17号 地域防災拠点施設の指定管理者指定

議案第18号 町立公民館の指定管理者指定

※議案の名称は短縮してあります。

議案第19号 R５年度一般会計補正予算

議案第20号 R５年度国民健康保険事業会計補正予算

議案第21号 R５年度国民健康保険診療所会計
補正予算

議案第22号 R５年度病院会計補正予算

議案第23号 R６年度一般会計予算

議案第24号 R６年度国民健康保険事業会計予算

議案第25号 R６年度育英奨学金貸付事業会計予算

議案第26号 R６年度赤河内財産区会計予算

議案第27号 R６年度介護保険事業会計予算

議案第28号 R６年度国民健康保険診療所会計予算

議案第29号 R６年度後期高齢者医療会計予算

議案第30号 R６年度水道事業会計予算

議案第31号 R６年度下水道事業会計予算

議案第32号 R６年度病院事業会計予算

議案第33号 固定資産評価委員会委員の選任

議案第34号 人権擁護委員の推薦

議案第36号 町監査委員の選任
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美波町議会だより 第66号

５
議
員
が

町
政
を
チ
ェ
ッ
ク

一般
質問

●
向
山
議
員
（
９
ペ
ー
ジ
）

①
町
職
員
の
業
務
量
や
健
康
管
理
は

②
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

●
北
山
議
員
（
10
ペ
ー
ジ
）

①
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
の
住
民
意
見
集

約
は

②
志
和
岐
住
民
の
移
動
手
段
改
善
は

●
小
部
議
員
（
11
ペ
ー
ジ
）

①
要
配
慮
者
避
難
計
画
は
あ
る
の
か

②
災
害
時
の
生
活
用
水
は
確
保
で
き

る
の
か

●
中
川
議
員
（
12
ペ
ー
ジ
）

①
美
波
町
業
務
継
続
計
画
の
進
捗
は

②
医
師
や
看
護
師
の
確
保
策
は

●
戎
野
議
員
（
13
ペ
ー
ジ
）

①
終
活
支
援
の
取
り
組
み
を

②
え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
風
雨

対
策
を

◆ 

議
長
・
議
員
の
主
な
活
動
状
況 

◆

（
令
和
５
年
12
月
定
例
会
後
～
令
和
６
年
３
月
定
例
会
）

議
会
改
革
検
討
推
進
特
別
委

員
会
で
議
会
基
本
条
例
等
の

検
討
（
計
４
回
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

が
複
合
協
同
組
合
を
視
察

（
鳥
取
県
智
頭
町
）

20
歳
の
集
い
に
出
席

美
波
町
出
初
め
式
に
出
席

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
議

会
だ
よ
り
第
65
号
の
編
集

（
計
４
回
）

議
会
運
営
委
員
会
が
請
願
を

審
議
（
計
２
回
）

議
長
が
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南

部
連
盟
の
四
国
地
方
整
備
局

へ
要
望
に
参
加

全
員
協
議
会
で
う
み
が
め
荘

跡
地
計
画
等
協
議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海
南
荘

の
審
議

議
長
と
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
の
正
副
委
員
長
が
美
波
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
出
席

12
月
８
日
〜

２
月
20
日　

12
月
14
日
〜

12
月
15
日

１
月
３
日　

１
月
５
日　

１
月
15
日
〜

２
月
19
日

１
月
19
日

２
月
20
日

１
月
24
日　

１
月
25
日　

２
月
１
日　

①
Ｒ
４
年
度
の
決
算

②
Ｒ
５
年
度
の
予
算
執
行
状
況

③
Ｒ
６
年
度
の
予
算
案
を
審
議

議
長
が
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
へ
出
席
（
徳
島

市
）

議
長
が
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟
の

省
庁
要
望
に
参
加
（
東
京
都
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
正
副
委

員
長
が
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等

策
定
委
員
会
に
出
席

議
会
運
営
委
員
会
が
定
例
会
の
会

期
日
程
等
を
審
議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
が
介
護
保

険
条
例
の
改
正
等
を
審
議

全
員
協
議
会
で
日
和
佐
う
み
が
め

博
物
館
カ
レ
ッ
タ
改
修
を
視
察

防
災
高
台
対
策
特
別
委
員
会
が
日

和
佐
地
区
高
台
整
備
事
業
を
視
察

議
長
が
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会

定
例
総
会
に
出
席
（
徳
島
市
）

議
長
が
海
部
郡
一
部
事
務
組
合
の

定
例
議
会
に
出
席
（
牟
岐
町
）

※
一
般
質
問
は
質
問
者
が
要
約
し
て
い
ま
す
。

２
月
13
日　

２
月
15
日　

２
月
20
日　

２
月
27
日　

２
月
28
日　

２
月
29
日　
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美波町議会だより 第66号 一 般 質 問

1
町
職
員
の
業
務
量
や
健
康
管
理
は

向
むこう

山
やま

　篤
あつ

宏
ひろ

議員録画配信中

質
　
問

　
非
正
規
職
員
の
勤
務
時
間
が

短
縮
さ
れ
数
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
、
正
規
職
員
の
負
担
は

増
え
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、

正
規
職
員
の
事
務
量
は
平
準
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

職
場
か
ら
は
支
障
が
あ
る
と

の
報
告
は
な
く
、
正
規
職
員
の

業
務
量
が
特
に
増
え
た
と
は
認

識
し
て
い
な
い
。
職
員
の
業
務

量
は
、
課
内
で
の
業
務
の
割
り

振
り
や
職
員
間
の
サ
ポ
ー
ト
に

逐
次
適
正
に
取
り
組
ん
で
い
る

答弁

よ
り
平
準
化
に
努
め
て
い
る
。

質
　
問

　
非
正
規
職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
）
の
勤
務
時
間
は
、
75

分
短
縮
さ
れ
た
が
、
時
間
内
で

事
務
を
こ
な
す
た
め
に
勤
務
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

非
正
規
職
員
は
、
通
常
に
お

い
て
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で

の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
職
員
の
健
康
調
査
の
為
に
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お

り
、
問
題
が
あ
れ
ば
衛
生
委
員

会
に
よ
り
対
応
を
し
て
い
る
が
、

相
談
体
制
は
機
能
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
相
談
件
数
は
ど
の
位
あ

る
の
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

衛
生
委
員
会
は
、
保
健
師
、

職
員
、
職
員
組
合
の
代
表
者
か

ら
な
り
、
定
期
的
に
開
催
し
て

お
り
、
職
場
巡
視
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
相
談
件
数
は
令
和
５
年

度
に
は
12
回
あ
っ
た
。

2
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

2
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

質
　
問

　
令
和
５
年
度
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
頭
数
は
。

●
答
弁
　
岸
本
産
業
振
興
課
長

　

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
及

び
小
動
物
の
合
計
で
は
、
令
和

２
年
度
は
１
３
５
９
頭
、
３
年

度
は
１
２
９
５
頭
、
４
年
度
は
、

１
８
９
５
頭
、
５
年
度
は
６
年

２
月
末
現
在
１
２
９
８
頭
で
あ

る
。質

　
問

　
大
型
サ
ル
捕
獲
檻
の
成
果
と

今
後
の
有
効
な
活
用
策
は
、
ま

た
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
。

●
答
弁
　
岸
本
産
業
振
興
課
長

　

令
和
２
年
度
の
設
置
年
度
に

猟
友
会
等
と
連
携
し
取
り
組
む

答弁

は
木
岐
で
サ
ル
15
頭
を

捕
獲
し
、
そ
の
後
令
和

４
年
度
に
檻
を
２
基
追

加
設
置
し
た
が
、
田
井

地
区
で
２
頭
の
捕
獲
に

止
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、

檻
の
管
理
は
職
員
が
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
は

猟
友
会
へ
委
託
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
サ
ル
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
複
合
柵
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
有

害
鳥
獣
対
策
は
猟
友
会

や
農
業
者
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。

捕獲の様子 誘因餌設置状況
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美波町議会だより 第66号一 般 質 問

1
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
の
住
民
意
見
集
約
は

北
きた

山
やま

　朝
あさ

彦
ひこ

議員録画配信中

質
　
問

　
新
聞
に
よ
る
と
、
本
年
２
月

26
日
、
知
事
と
県
南
部
５
市
町

の
首
長
が
意
見
を
交
わ
し
た
と

聞
く
、
そ
の
内
容
と
会
の
雰
囲

気
は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

会
の
テ
ー
マ
は
、
①
「
徳
島

南
部
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の

整
備
促
進
」
と
②
「
公
共
交
通

（
県
南
部
）
の
維
持
充
実
」
で

意
見
交
換
し
た
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
①
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
豪
雨
災

害
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
経
済
・
産
業
・
観
光
振
興

を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
、

全
線
供
用
へ
県
と
沿
線
市
町
が

連
携
す
る
こ
と
を
確
認
。
②
は
、

通
学
、
通
勤
、
通
院
な
ど
沿
線

住
民
に
は
必
要
な
路
線
で
あ
り
、

存
続
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
。

終
始
和
や
か
な
中
で
の
意
見
交

換
で
あ
っ
た
。

質
　
問

　
こ
の
質
問
は
、
昨
年
８
月
６

日
開
催
の
首
長
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
を
話
し

合
う
場
）
で
、
牟
岐
町
長
の
不

適
切
発
言
に
知
事
の
感
情
的
な

場
面
が
あ
り
、
県
と
の
関
係
を

懸
念
し
て
取
り
上
げ
た
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
へ

向
け
４
市
町
で
意
見
を
ま
と
め

る
に
は
、
住
民
の
意
見
集
約
が

必
要
だ
と
思
う
。
町
長
の
考
え

住
民
へ
の
意
識
調
査
は
白
紙

答弁

と
町
民
の
意
識
調
査
を
始
め
て

は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の
廃
線
は
、
絶

対
に
在
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
住
民
の
意
識
調
査
の
件

は
、
ま
だ
ま
だ
全
然
白
紙
で
あ

る
。質

　
問

　
阿
南
バ
ス
路
線
廃
止
後
、
志

和
岐
住
民
に
は
、
美
波
病
院
連

絡
バ
ス
が
唯
一
の
移
動
手
段
で

あ
る
。

　
美
波
病
院
連
絡
バ
ス
運
行
表

の
美
波
病
院
行
き
を
見
る
と
、

志
和
岐
漁
協
前
出
発
便
は
３
便
、

大
池
橋
由
岐
側
か
ら
は
６
便
、

西
由
岐
公
民
館
か
ら
は
４
便
、

由
岐
駅
か
ら
は
５
便
あ
る
。

　
帰
り
の
便
は
、
志
和
岐
漁
協

前
着
は
３
便
、
大
池
橋
由
岐
側

着
は
８
便
、
西
由
岐
公
民
館
へ

は
直
接
便
が
４
便
と
経
由
便
が

４
便
の
計
８
便
、
由
岐
駅
へ
は

直
接
便
が
３
便
と
経
由
便
が
４

便
の
計
７
便
で
、
志
和
岐
地
区

住
民
の
利
便
性
の
悪
さ
が
分
か

る
。
改
善
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

運
行
体
制
が
日
和
佐
地
区
、

由
岐
地
区
そ
れ
ぞ
れ
１
台
の
運

行
で
完
璧
で
は
な
い
が
、
毎
年

見
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
に
は
、
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
も
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。質

　
問

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

も
利
用
し
て
い
る
が
、
思
う
時

間
に
利
用
で
き
な
い
の
が
実
態

だ
。

　
志
和
岐
漁
協
前
と
大
池
橋
由

岐
側
の
区
間
だ
け
、
送
迎
便
を

増
や
せ
ば
利
便
性
の
改
善
に
な

る
と
思
う
が
検
討
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

完
璧
で
な
い
の
は
感
じ
て
い

る
。
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
を
併
用
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

皆様、お気軽にご利用ください。

乗降場所、出発時刻は次のとおりです。運行日は、月曜日から金曜日(祝祭日及び年末年始は運休)です。

●日和佐地区 (令和6年3月16日調整)

日和佐駅 美波町役場 北河内駅 日和佐診療所 美波病院

7:45 → 7:50 → 7:55 → 8:00 →

← ← ← 8:30 ← 8:15

9:20 → 9:25 → 9:30 → 9:35 →

← ← ← 10:05 ← 9:50

10:50 → 10:55 → 11:00 → 11:05 →

← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:20

12:50 → 12:55 → 13:00 → 13:05 →

← ← ← 13:35 ← 13:20

14:50 → 14:55 → 15:00 → 15:05 →

← 15:45 ← 15:40 ← 15:35 ← 15:20

16:10 → 16:15 → 16:20 → 16:25 →

17:05 着 ← ← ← 17:00 ← 16:45

●由岐地区

志和岐漁協前 大池橋東由岐側 西由岐公民館 由岐駅 美波病院

7:30 → → → 7:45 →

← ← ← 8:05

8:10 → 8:15 → 8:20 →

← ← ← 9:20

9:25 → 9:30 → 9:35 →

← ← ← ← 10:20

10:30 → 10:35 → 10:40 → 11:00 →

← 11:20 ← 11:15 ← 11:10

11:25 → → →

← 13:10 ← 13:05 ← 13:00 ← 12:40

13:15 → → → →

← ← ← 14:30

14:35 → 14:40 → 15:00 →

← 16:10 ← 16:05 ← 16:00

16:15 → → →

17:10 着 ← 17:05 ← 17:00 ← 16:55 ← 16:45

※各乗降場所には表示看板を設置しています。

【お問い合せ先】 役場総務課 ☎77-3611

日和佐診療所·美波病院連絡バス運行表

令和６年３月１６日から

日和佐診療所·美波病院連絡バスの

時刻表が変わります。

皆様、お気軽にご利用ください。

高
齢
者
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業

の
活
用
を

答　弁 2
志
和
岐
住
民
の
移

動
手
段
改
善
は
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避
難
支
援
の
協
定
書
を
締
結
し
進
め
る

答弁 1
要
配
慮
者
避
難
計
画
は
あ
る
の
か

小
こ

部
べ

　博
ひろ

正
まさ

議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
地
域
防
災
計
画
の
第

７
節
に
あ
る
、
自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
「
要
配
慮
者
」
や
「
避

難
行
動
要
支
援
者
」
を
円
滑
か

つ
迅
速
に
避
難
さ
せ
る
た
め
の

計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
実
態
把

握
を
図
り
、
ま
た
そ
の
情
報
は

ど
こ
ま
で
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

現
在
、
障
が
い
者
・
介
護
保

険
担
当
、
保
健
師
な
ど
の
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
を
得
て
、「
美

波
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
の
整
備
と
「
個
別
避
難
計

画
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
や
個
人
ご
と
の
諸
事

情
も
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
。
避
難
支
援
者
へ
の
情

報
提
供
に
関
す
る
同
意
と
、
避

難
支
援
に
関
す
る
協
定
書
の
締

結
を
得
た
分
の
名
簿
は
、
町
内

会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避

難
支
援
者
に
提
供
さ
れ
る
。

2
災
害
時
の
生
活
用
水
は
確
保
で
き
る
の
か

質
　
問

　
災
害
時
の
給
水
体
制
の
整
備

と
し
て
、
飲
料
水
の
備
蓄
、
運

搬
、
給
水
、
貯
水
等
は
図
ら
れ

て
い
る
が
、
長
期
断
水
時
な
ど

１
日
に
つ
き
１
人
当
た
り
10
リ

ッ
ト
ル
か
ら
20
リ
ッ
ト
ル
必
要

と
さ
れ
る
「
生
活
用
水
」
の
確

保
は
、
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
生
活
用
水
と
し
て
の

「
井
戸
」
の
活
用
や
整
備
を
進

め
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
住
田
水
道

課
長

　

防
災
拠
点
施
設
や

避
難
所
の
付
近
に
、

給
水
拠
点
と
な
る

「
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
」
の
設
置

を
進
め
、
浄
水
装
置

や
緊
急
遮
断
弁
な
ど

の
措
置
を
検
討
す
る
。

耐
震
更
新
し
た
各
配

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
進
め
る

答弁

　
美
波
町
地
域
防
災
計
画 

第
７
節
に
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
、

災
害
対
応
能
力
が
弱
い

「
要
配
慮
者
」
へ
の
支
援

対
策
の
充
実
が
記
さ
れ
て

あ
り
、
そ
の
支
援
体
制
と

整
備
の
た
め
の
要
支
援
者

名
簿
や
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

水
池
に
関
し
て
は
、
既
に
緊
急

遮
断
弁
を
取
り
付
け
生
活
用
水

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
町
内

の
井
戸
に
関
し
て
は
、
現
時
点

で
把
握
で
き
て
は
い
な
い
が
、

災
害
時
の
井
戸
活
用
も
検
討
し

て
い
く
。

防災時の水源として注目される井戸
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1
美
波
町
業
務
継
続
計
画
の
進
捗
は

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
防
災
計
画
、
第
９
節

の
美
波
町
業
務
継
続
計
画
に
つ

い
て
、
重
要
６
要
素
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。
仮
設
住
宅

の
建
設
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

●
答
弁
　
前
野
消
防
防
災
課
長

　

町
長
不
在
時
は
、
副
町
長
、

教
育
長
、
総
務
課
長
と
順
次
定

め
て
い
る
。

　

本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
場

合
、
日
和
佐
中
学
校
を
対
策
本

部
と
す
る
。

　

役
場
は
非
常
用
発
電
機
を
整

非
常
時
の
災
害
対
応
業
務
を
決
め
た

答弁

備
し
て
お
り
約
55
時
間
の
電
源

確
保
、
由
岐
支
所
10
時
間
、
医

療
保
険
セ
ン
タ
ー
３
日
、
美
波

病
院
30
時
間
、
日
和
佐
中
学
校

は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
を
整
備
し

て
お
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
燃

料
を
活
用
す
れ
ば
約
９
０
０
時

間
の
電
源
確
保
。
水
、
食
料
は

日
和
佐
中
学
校
に
備
蓄
し
て
い

る
。

　

防
災
行
政
無
線
で
県
と
の
通

信
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
の
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、

町
内
各
施
設
、
消
防
団
、
自
主

防
災
会
に
配
布
し
て
い
る
。
衛

星
電
話
を
美
波
町
役
場
に
２
台
、

美
波
病
院
に
２
台
、
赤
松
防
災

拠
点
施
設
に
１
台
、
日
和
佐
中

学
校
に
１
台
配
布
。

　

行
政
デ
ー
タ
は
、
役
場
２
階

の
サ
ー
バ
ー
、
県
外
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
等
に
保
管
し
て
い
る
。

　

非
常
時
優
先
の
災
害
対
応
業

務
を
定
め
て
い
る
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

応
急
仮
設
住
宅
用
地
は
、
公

有
地
、
国
有
地
、
企
業
等
の
所

有
地
の
順
に
選
定
し
、
上
下
水

道
、
ガ
ス
、
電
気
等
の
生
活
関

連
設
備
の
整
備
状
況
等
に
も
配

慮
す
る
。

　

災
害
発
生
か
ら
20
日
以
内
に

着
工
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
候

勤務管理

調達契約

補償対応

経費管理

役務提供
通信管理
医療供給
食料供給

業務支援

※赤字が初動対応編成 車両支援
活動拠点（空間）
資源供給（資機材）

文書管理

撤収管理

技術専門家

状況分析

資源配置

指揮調整班
(補佐官）

連絡調整
広報
安全管理

LOGISTICS

資源管理班
PLANNING

情報作戦班

COMMAND

指揮調整(本部長）

関係機関

自衛隊・警察
消防・県民局

FINANCE/ADMINISTRATION

総務管理班

選抜チーム

編成チーム

＆

実行部隊

OPERATIONS

事案処理班

非常時優先業務と実施体制

質
　
問

　
病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
確

保
を
ど
う
す
る
の
か
。
２
つ
目

は
、
看
護
師
や
職
員
の
異
動
状

況
は
ど
う
な
の
か
。

●
答
弁
　
島
村
病
院
事
務
長

　

徳
島
大
学
の
医
局
や
徳
島
赤

十
字
病
院
、
阿
南
医
療
セ
ン
タ

ー
、
県
立
海
部
病
院
な
ど
に
、

年
１
回
か
ら
２
回
、
町
長
と
日

和
佐
診
療
所
事
務
長
と
私
が
訪

問
し
、
派
遣
の
依
頼
。
個
人
の

医
師
に
対
し
て
の
交
渉
、
徳
島

県
医
師
会
の
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
、

徳
島
県
の
徳
島
医
師
バ
ン
ク
へ

の
求
人
掲
載
も
行
っ
て
い
る
。

　

看
護
師
も
新
聞
折
り
込
み
や

町
内
放
送
、
広
報
誌
に
よ
る
採

用
募
集
、
求
人
の
掲
載
と
と
も

に
、
個
別
交
渉
な
ど
行
っ
て
い

き
た
い
。

補
地
と
し
て
町
、
県
有
地
を
27

ヶ
所
、
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

１
２
０
０
戸
分
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時

時
に
は
、
瓦
れ
き
仮
置
き
場
、

遺
体
安
置
所
、
応
援
部
隊
の
活

動
拠
点
も
必
要
で
、
民
有
地
も

考
え
る
。
高
台
防
災
公
園
に
、

３
８
０
戸
が
建
設
可
能
。

個
別
交
渉
な
ど

を
行
う

答　弁 2
医
師
や
看
護
師
の

確
保
策
は
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1
終
活
支
援
の
取
り
組
み
を

戎
えびす

野
の

　　博
ひろし

議員録画配信中

質
　
問

　
単
身
世
帯
の
増
加
で
「
孤
独

死
」
や
連
絡
が
つ
か
な
い
「
無

縁
遺
骨
」
が
増
え
て
い
る
。

　
当
町
で
の
実
態
数
及
び
、
引

き
取
り
手
が
い
な
い
「
無
縁
遺

骨
」
の
実
態
は
。

　
親
族
へ
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

た
遺
骨
保
管
の
処
置
、
無
縁
墓

へ
の
合
同
埋
葬
の
考
え
は
。

　「
終
活
支
援
」
取
り
組
み
と

し
て
情
報
登
録
カ
ー
ド
の
作
成
、

見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
配
布
な

ど
町
と
事
業
者
が
連
携
し
て
取

り
組
め
な
い
か
。

　
遺
骨
焼
却
灰
を
貯
め
て
金
属

類
を
入
札
・
売
却
し
て
い
る
自

治
体
が
多
い
が
、
当
町
で
も
有

効
利
用
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

本
町
に
お
け
る
人
数
は
把
握

し
て
な
い
が
行
旅
死
亡
人
は
過

去
５
年
間
い
な
い
。
町
が
埋
葬

ま
た
は
火
葬
を
対
応
し
た
の
は

過
去
５
年
間
で
１
件
で
、
生
活

保
護
者
の
葬
祭
補
助
は
、
過
去

５
年
間
で
３
件
。
無
縁
墓
へ
の

合
同
埋
葬
の
構
想
は
な
い
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
終
活

講
座
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
成

年
後
見
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

登
録
カ
ー
ド
等
は
考
え
て
い
な

い
。

●
答
弁
　
寳ほ

う

木き

住
民
生
活
課
長

　

火
葬
後
の
遺
骨
灰
に
含
ま
れ

る
有
価
物
は
委
託
業
者
に
年
一

無
縁
遺
骨
は
協
力
寺
へ
埋
葬

答弁

2
え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
風
雨
対
策
を

質
　
問

　
高
齢
者
の
多
い
日
和
佐
浦
地

区
に
お
い
て
地
震
・
津
波
避
難

場
所
の
え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ

ー
は
電
気
、
水
道
、
ト
イ
レ
設

備
も
な
く
厳
寒
期
に
風
雨
が
開

口
部
か
ら
侵
入
し
、
低
体
温
症

で
命
を
失
い
か
ね
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
住
民
署
名
や
再

三
の
要
請
で
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

テ
ン
で
は
開
口
部
か
ら
雨
風
が

入
る
た
め
、
引
き
戸
式
の
雨
戸

対
策
の
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

　
黒
潮
町
な
ど
他
市
町
村
の
避

難
タ
ワ
ー
の
殆
ど
が
居
室
化
し
、

風
雨
が
入
ら
な
い
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
人
命
軽
視
、
災
害
関

連
死
と
な
ら
な
い
よ
う
屋
上
か

ら
の
雨
水
侵
入
防
止
と
開
口
部

へ
の
雨
戸
設
置
を
行
う
べ
き
で

雨
戸
等
は
建
物
構
造
の
大
き
な
変
更
は
難
し
い

答弁

は
な
い
か
。

●
答
弁
　
前
野
消
防
防
災
課
長

　

え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は

避
難
困
難
地
解
消
の
た
め
平
成

31
年
（
二
〇
一
九
年
）
３
月
末

に
整
備
。
事
前
の
意
見
交
換
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
避

難
場
所
と
し
て
計
画
案
を
提
示
。

他
県
の
事
例
を
元
に

壁
で
囲
っ
た
も
の
と

し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
も
あ
っ
た
が
施
錠

の
日
常
管
理
問
題
が

あ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
カ

ー
テ
ン
工
事
で
風
雨

対
策
を
施
し
て
い
る
。

　

引
き
戸
を
設
け
る

こ
と
は
建
物
構
造
に

大
き
な
変
更
を
伴
う

回
回
収
頂
き
適
切
に
処
理
。
遺

族
感
情
に
配
慮
し
売
却
は
行
っ

て
い
な
い
。

の
で
、
利
便
性
、
安
全
性
、
保

守
性
、
整
備
費
財
源
性
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
風
雨

対
策
で
人
命
軽
視
に
な
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。
要
望
の
階
段

室
、
周
囲
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
出

来
な
い
。

浸水する開口部からの雨
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議会改革へ向けた中間報告

【第 1 点目】住民視点の情報公開や説明責任
①傍聴者増へ、傍聴時の個人情報記入名簿を廃止。
（完了）
②一般質問の表題をホームページで事前通知。（完了）
③一般質問の録画放映に質問表題を表示。
④議案の各議員の賛否結果を町のホームページで通
知。
⑤議員の自己紹介等をホームページで公開。

【第５点目】住民との対話
①住民との意見交換会、議会報告会、出前議
会講座の開催。

②議会モニターやサポーター制度の実施。

【第３点目】議員定数と議員報酬の議論
議員報酬を上げるには、住民パブリックコメントや報
酬審議会の意見を反映する必要があり、今期で結論を
出したい。

【第２点目】議会基本条例制定への検討協議会
①議会改革度（情報共有度、住民参加度、議会機能強
化度）を調査中。
②基本条例制定中。（町執行部とのすり合わせが必要）

【第４点目】議会審議を深める
参考人説明や、公聴会の開催。

【第６点目】その他
①通年議会の開催や議員間自由討議や反問権
を認める。
②議会事務局を議会局へ組織昇格強化。

以上の意見が出され議論された。
今後の日程は、委員会で検討を重ね議会
の総意をもって町民へのパブリックコメ
ントを実施する。

● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉北山朝彦　〈副委員長〉小部博正
〈委員〉片山正敏　鈴木健宏　遊亀聖悟

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp


